
個人・団体からの来信 ［11/15(火)～21(月)］ 2022年11月27日

新潟福音放送協力会より定期県総会の公示および資料
2022年11月27日 第一礼拝（午前8:00～） 第二礼拝（午前10:30～） ［12月2日（金）午後２：00よりZoomにて開催］

諸 集 会 の 報 告

［11/16(水)～21(月)］ 11/20(日) 教会学校
幼児男子１ 小学男子－ 中学男子－ 成人男性－
幼児女子１ 小学女子２ 中学女子－ 成人女性－

11/16(水) 新潟山形僚祷会 男１ 女３ 11/20(日)各礼拝参加者数
11/17(木) 男２ 女４ 第 一 礼 拝 男４ 女７
11/４(金） ※月に一回、読書会を開催 ときわ第二礼拝 男３ 女５ 男児１ 女児３
11/18(金) しゃべり場タビタ 男－ 女２ かやま第二礼拝 男２ 女６

※月に一回、こころテラスを開催 男性合計８(+視聴1） 女性合計17
※月に一回、書道教室を開催

11/23(水･祝)、24(木)に救祷会、11/25(金)にしゃべり場タビタ、11/26(土)に、こころテラスを開催。

諸 集 会 の ご 案 内

書 道 教 室 ※月に一回、書道教室を開催 書の指導：藤田 美保姉

バルナバ祈祷会 11/30(水)午後7:30 かやま会堂にて
※冬場はときわ会堂 の教 学校および礼拝を休止し

読 書 会 ※月に一回、読書会を開催 窓 口：猪爪 和美姉
しゃべり場タビタ 12/２(金)午後1:30 小山千春姉宅にて 問合先：小山 千春姉
こ こ ろ テ ラ ス ※月に一回、こころテラスを開催
12/４(日）待降節第２週
第一礼拝 司 会：近 伸之牧師 音 響：近 ゆかり姉 聖餐奉仕：近 伸之牧師
午前8：00～ 献金カゴ：沼田佐代子姉他 集 会：沼田佐代子姉

第一礼拝 司 会：近 伸之牧師 音 響：片山 勝三兄他 聖餐奉仕：近 伸之牧師 教会学校 午前9：30～ 小・幼担当：麻美姉 中・高担当：繁実兄、麻美姉
献金カゴ：沼田佐代子姉 集 会：沼田佐代子姉 ときわ第二 ※冬場はときわ会堂での教 学校および礼拝を休止し やま会堂に合流します。

教会学校 小・幼担当：和美姉 中・高担当：初子姉 午前10：30～
ときわ

※冬の間、ときわ会堂の出席者は、かやま会堂へ合流
かやま第二 司 会：近 伸之牧師 音 響：近 ゆかり姉 聖餐奉仕：近 伸之牧師

第二礼拝 午前10：30～ 献金カゴ：長谷川睦子姉他 集 会：佐藤 鈴子姉
かやま 司 会：近 伸之牧師 奏楽・音響：山岸あけみ姉 聖餐奉仕：近 伸之牧師 主日の予定 新聖歌（賛美曲ほか）：５７，４６，７０，６０，５９－４
第二礼拝 献金カゴ：倉島 幹夫兄 近 ゆかり姉 集 会：渡邉 智子姉 定例役員会 午後1:30～

一年間で聖書通読

１１/２８ （月） モーセの律法 『民数記』２９～３２章
１１/２９ （火） 歴 史 書 『歴代誌 第二』１１～１５章

40 １１/３０ （水） 詩 篇 『詩 篇』１１７～１１８篇
／ １２/ １ （木） 知恵文学 『箴 言』２８章
52 １２/ ２ （金） 預 言 書 『ヨナ書』

１２/ ３ （土） 福 音 書 『使徒の働き』３～４章
１２/ ４ （日） 手 紙 『ヘブル人への手紙』５～７章

報 告

１．礼拝の感謝

主日礼拝の恵みを感謝します。教会ではクリスマスまでの四週を待降節としており、本日はその第一週と

なります。ひとり一人の心に主のお誕生の恵みが注がれますように。

２．宣教区のため

本日、午後4：30より宣教区会議が行われます。来春に控えた教団総会の議員選出も行いますが、感染

防止のためZoomを併用します。議事の速やかな進行と守りのため、お祈りをお願いいたします。

３．

今週の暗唱聖句

闇の中を歩んでいた民は大きな光を見る。死の陰の地に住んでいた者たちの上に光が輝 く。
やみ なか あゆ たみ おお ひかり み し かげ ち す もの うえ ひかり かがや

（『イザヤ書』９章２節）
し ょ しょう せつ

前 奏 （ⅰ「さやかに星はきらめき」 ⅱ「きよしこの夜」）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥招きのことば 『ピリピ人への手紙』２章６－１１節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥開 会 の 賛 美 新聖歌６８「久しく待ちにし」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥使 徒 信 条 （スクリーン参照） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 司 会 者

聖 書 朗 読 『イザヤ書』８章19節－９章７節（旧約pp.1180～1181） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 （３分間の換気を行います） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥説 教 「ほんとうの希望」 近 伸之牧師
き ぼ う

‥感 謝 の 献 金 新聖歌４２８「キリストには代えられません」(♭1) 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌６３「父 御子 御霊の」 一 同
み こ み たま

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

※後 奏 （新聖歌５９－４）

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立をお願いします）

（演奏機の曲は、楽譜と違う表現で流れる事があります）

待降節第１週 主日礼拝



週 Weekly Bulletin 報Vol.53/No.46
(通巻2602号)

2022年11月27日

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

かやま会堂 950-3322 新潟市北区嘉山3-11-15
TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155
ときわ会堂 950-3321 新潟市北区葛塚3228-3

電子メール info@toyosakakyokai.net

ライブ中継 http://www.toyosakakyokai.sblo.jp

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イ
われ てん ち つく ぬし ぜんのう ちち かみ しん われ ひと ご われ しゅ

エス・キリストを信ず。主は聖霊によりてやどり、処女マリヤより生まれ、ポン
しん しゅ せいれい お と め う

テオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰府
くる う じゅう じ か し ほうむ よ み

にくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天に昇り、全能の父なる神の
みっ か め し にん てん のぼ ぜんのう ちち かみ

右に座したまえり。かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわ
みぎ ざ き い もの し もの さば

ん。我は聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し、身体の
われ せいれい しん せい こうどう きょうかい せい と まじ つみ ゆる か ら だ

よみがえり、永遠の命を信ず。アーメン
とこしえ いのち しん

『使徒信条』（新聖歌p.826）

毎週土曜日 朝５：１５～５：４５ ＢＳＮテレビにて放送中
☆24時間テレホンサービス『でんわ世の光』 025（272）3592

１２/３(土）「holy cafe～紅茶でクリスマスを」堀 肇牧師

牧師・カウンセラーの堀肇さんは、紅茶コーディネーターとしての顔も持っ
ています。今回は堀さんに、おいしい紅茶の淹れ方やクリスマスティーの
楽しみ方について話していただき、聖書からのメッセージを語っていただ
きます。「五感の祝祭」といわれるクリスマスを、味わい深く過ごしてみて
はいかがでしょうか。

８：１9人々があなたがたに「霊媒や、ささやき、うめく口寄せに尋ねよ」と言っ
ひ と び と れい ばい く ち よ たず い

ても、民は自分の神に尋ねるべきではないのか。生きている者のために、死
た み じ ぶん かみ たず い も の し

人に尋ねなければならないのか。20ただ、みおしえと証しに尋ねなければなら
に ん たず あか たず

ない。もし、このことばにしたがって語らないなら、その人に夜明けはない。21
かた ひ と よ あ

その人は迫害され、飢えて国を歩き回り、飢えて怒りに身を委ねる。顔を上
ひ と は く が い う く に あ る ま わ う い か み ゆ だ かお う え

に向け、自分の王と神を呪う。22彼が地を見ると、見よ、苦難と暗闇、苦悩の
む じ ぶん お う かみ の ろ かれ ち み み く な ん く ら やみ く の う

闇、暗黒、追放された者。
やみ あ ん こ く つ い ほ う も の

9：1しかし、苦しみのあったところに闇がなくなる。先にはゼブルンの地とナ
く る や み さ き ち

フタリの地は辱めを受けたが、後には海沿いの道、ヨルダンの川向こう、異
ち はずかし う の ち う み ぞ み ち かわ む い

邦の民のガリラヤは栄誉を受ける。2闇の中を歩んでいた民は大きな光を見
ほ う た み え い よ う やみ な か あ ゆ たみ お お ひかり み

る。死の陰の地に住んでいた者たちの上に光が輝く。3あなたはその国民を
し かげ ち す も の う え ひかり かがや く に た み

増やし、その喜びを増し加えられる。彼らは、刈り入れ時に喜ぶように、分捕
ふ よろこ ま く わ かれ か い じ よろこ ぶん ど

り物を分けるときに楽しむように、あなたの御前で喜ぶ。4あなたが、彼が負
ぶつ わ た の おん ま え よろこ かれ お

うくびきと肩の杖、彼を追い立てる者のむちを、ミディアンの日になされたよ
かた つ え かれ お た も の ひ

『イザヤ書』8章19節～9章7節（旧約聖書pp.1180～1181）

教会目標 ただ一つのことに向かって走る
「ただ一つのこと、すなわち、うしろのものを忘れ、前のものに向かって身を伸ばし、

ひ と わす まえ む み の

キリスト・イエスにあって神が上に召してくださるという、その賞をいただくため
かみ う え め しょう

に、目標を目指して走っているのです」（『ピリピ人への手紙』3章13、14節）
も くひょう め ざ は し じ ん て がみ しょう せつ

うに打ち砕かれるからだ。5まことに、戦場で履いたすべての履き物、血にま
う く だ せんじょう は は も の ち

みれた衣服は焼かれて、火の餌食となる。6ひとりのみどりごが私たちのため
い ふ く や ひ え じ き わたし

に生まれる。ひとりの男の子が私たちに与えられる。主権はその肩にあり、そ
う おとこ こ わたし あ た し ゅ け ん か た

の名は「不思議な助言者、力ある神、永遠の父、平和の君」と呼ばれる。7そ
な ふ し ぎ じ ょ げん し ゃ ちから かみ え い えん ち ち へ い わ き み よ

の主権は増し加わり、その平和は限りなく、ダビデの王座に就いて、その王
し ゅ け ん ま く わ へ い わ かぎ お う ざ つ お う

国を治め、さばきと正義によってこれを堅く立て、これを支える。今よりとこし
こ く お さ せ い ぎ か た た さ さ い ま

えまで。万軍の【主】の熱心がこれを成し遂げる。
ばん ぐ ん し ゅ ね っ し ん な と


